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今月の表紙：ライトアップが美しい皇居の二重橋
撮影：鈴木 正芳（東京ミロク会計人会）　場所：東京都千代田区 https://www.mirokukai.ne.jp/
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世
界
の
企
業
の
時
価
総
額
ラ
ン
キ
ン
グ

に
お
け
る
日
本

平
成
が
始
ま
っ
た
1
9
8
9
年
、
日
経
平

均
株
価
は
3
万
8
9
1
5
円
で
史
上
最
高
値

を
記
録
し
ま
し
た
。
当
時
の
世
界
の
企
業
の

時
価
総
額
ラ
ン
キ
ン
グ
（
92
年
）
を
み
る
と
、

ト
ッ
プ
20
位
ま
で
に
N
T
T（
4
位
）、
三
菱

銀
行
（
9
位
）
を
筆
頭
と
す
る
金
融
機
関
6

社
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
13
位
）
と
、
日
本
企

業
8
社
が
ラ
ン
ク
イ
ン
。
こ
の
時
点
で
は
中

国
企
業
は
1
社
も
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
が
、

平
成
最
後
の
月
と
な
る
2
0
1
9
年
4
月
末

の
同
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
状
況
が
一
変
、
上
位

は
軒
並
み
ア
メ
リ
カ
や
中
国
の
企
業
が
占
め
、

日
本
企
業
は
と
い
う
と
よ
う
や
く
45
位
に
ト

ヨ
タ
自
動
車
が
出
て
く
る
の
が
現
実
で
す

（
表
1
）。
こ
の
30
年
の
間
で
、
バ
ブ
ル
崩
壊

や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
株
価
大
暴
落

だ
け
で
は
な
く
、
90
年
代
半
ば
以
降
の
世
界

的
な
産
業
構
造
の
変
化
、I
C
T
※
を
核
と
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
追
求
に
出
遅
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
、
日
本
の
現
状
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
世
界
の
時
価
総
額
ト

ッ
プ
企
業
の
多
く
が
I
C
T
関
連
企
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
I
C
T
ビ
ジ
ネ
ス
に

欠
か
せ
な
い
「
顧
客
視
点
」

日
本
が
後
塵
を
拝
し
た
I
C
T
ビ
ジ
ネ
ス

の
肝
は
、
端
的
に
い
え
ば
「
徹
底
し
た
顧
客

視
点
」
に
尽
き
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

普
及
な
ど
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
に
よ
り
、

企
業
は
個
人
と
よ
り
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い

か
ざ
る
を
得
な
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
個

人
の
ニ
ー
ズ
は
多
種
多
様
で
、「
徹
底
し
た
顧

客
視
点
」
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
で
成
功
を
収

め
た
の
が
ア
マ
ゾ
ン
で
す
。
店
舗
を
持
た
な

い
書
籍
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
で
個
人
の

趣
味
や
活
動
デ
ー
タ
を
収
集
・
解
析
し
、
書

籍
に
加
え
て
生
活
用
品
・
雑
貨
な
ど
を
届
け

る
仕
組
み
ま
で
作
り
上
げ
ま
し
た
。
個
人
に

対
す
る
少
額
の
多
種
多
様
な
商
品
の
在
庫
管

理
や
損
益
管
理
で
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築

し
た
「
ロ
ン
グ
テ
ー
ル
戦
略
」
の
典
型
事
例

で
す
。

ま
た
、
近
年
で
は
「
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
も
台
頭
し
て
き
ま

松田 修一 氏

1966年公認会計士試験2次試験合格、73年監査法
人サンワ事務所（現在 監査法人トーマツ）入社、社
員（パートナー）として中堅・ベンチャー企業のコン
サルティングに従事。商学博士（早稲田大学）取得
後、86年早稲田大学助教授、91年教授に就任。2012
年早期退職、名誉教授。現在、ウエルインベストメ
ント株式会社取締役会長、日本ニュービジネス協
議会連合会副会長。また、05年よりMJS社外取締役。
元日本ベンチャー学会会長。経済産業省・財務省・
文部科学省・総務省などの審議会・委員会などの要
職を歴任。MJS税経システム研究所の顧問も務める。

早稲田大学 名誉教授 商学博士
ウエルインベストメント株式会社 取締役会長
株式会社ミロク情報サービス 社外取締役

し
た
。
こ
れ
は
企
業
が
顧
客
か
ら
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
一
定
期
間
利
用
で
き
る
「
権
利
」

に
対
し
て
お
金
を
い
た
だ
く
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
こ
と
で
す
。
最
近
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は

従
来
の
ソ
フ
ト
の
「
売
り
切
り
型
」
か
ら

office365

に
よ
っ
て
「
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
型
」
に
転
換
し
、
安
定
高
収
益
モ
デ
ル
を

構
築
し
ま
し
た
。
音
楽
や
映
画
、
マ
ン
ガ
な

ど
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
作
品
の
配
信

な
ど
の
見
放
題
の
デ
ジ
タ
ル
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
か
ら
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
食
品
、
自

動
車
な
ど
の
モ
ノ
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
へ

と
、
多
様
な
分
野
に
こ
の
対
象
が
拡
大
し
て

「平成」から「令和」へ 
時代の移り変わりを展望する

「平成」が終わり、「令和」の時代に入りました。平成の30年余りで、私たちの身のまわりのこ
と、ビジネスで使うツールなどは大きく変わりました。これからはグローバル化、働き方の
多様化、IoT化、少子高齢化などがますます進み、さらに激動の時代になっていきます。そ
こで本特集では、長年にわたってさまざまな立場で日本の産業界を見つめ、ベンチャー支
援・創業支援などに携わってきた松田 修一氏と、IoTサービスやクラウドサービスの導入
支援・運用コンサルティングを手掛ける（株）ウフルでIoTイノベーションセンター所長を
務める八子 知礼氏のお二人に、この30年間の産業・技術の変化を振り返っていただき、さ
らに今後どのような変化が訪れるのかを予測してもらいました。

シリーズ企画 Special issue

出典：ファイナンシャルスター・サイト（1992年）、World Stock Market Capitalization 
Ranking 2019より　※単位：$10億

※情報通信技術（Information and Communication Technology）の
略称。ITにコミュニケーションの要素を含めたもの

表1　世界トップの時価総額企業の変遷

順位 1992年12月末ランキング 　2019（平成31）年4月末ランキング
会社名 設立 業種 時価※ 会社名 設立 業種 時価※ 国

1 エクソンモービル 1870 石油 76 マイクロソフト 1975 ICT 1000 米
2 ウォルマート・ストアーズ 1969 小売 74 アマゾン・ドット・コム 1994 ICT 948 米
3 GE 1892 製造 73 アップル 1976 ICT 946 米
4 NTT 1952 通信 71 アルファベットG 1998 ICT 828 米
5 アルトリア・グループ 1985 食品 69 フェイスブック 2004 ICT 552 米
6 AT&T 1877 通信 68 バークシャ ・ーハサウェイ 1889 投資 533 米
7 コカ・コーラ 1892 食品 55 アリババGH 1999 ICT 477 中
8 パリバ銀行 1848 銀行 54 テンセントH. 1998 ICT 474 中
9 三菱銀行 1919 銀行 53 JPモルガン・チェース 1799 証券 379 米
10 メルク 1668 医薬 50 ジョンソン&ジョンソン 1886 製薬 376 米

トヨタ自動車 13位 1937 自動 44 トヨタ自動車　45位 1937 自動 179 日

Interview❶

産業構造の変化とこれからの日本のあり方

2月刊税理士事務所CHANNEL



い
ま
す
。
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
は
、
企
業

に
と
っ
て
単
に
「
月
額
定
額
制
」
に
切
り
替

え
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
長
期

に
継
続
し
て
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
常
に

顧
客
満
足
度
を
上
げ
る
た
め
の
工
夫
や
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
開
発
力
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

か
つ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
一
般
に
広
く

普
及
す
る
前
は
、
こ
う
し
た
不
特
定
多
数
の

個
人
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
上
成
立
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
さ
ら
に
、
図
1
の
第
四
次
産
業
革
命

に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「Connected 

Industries

（
つ
な
が
り
の
産
業
）」
と
呼
ば

れ
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、
企
業
、
個
人
、

も
の
、
機
械
・
シ
ス
テ
ム
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も

ジ
ネ
ス
も
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
の
端
末
や

機
器
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
構
成
す
る
電
子
部

品
な
ど
地
上
ビ
ジ
ネ
ス
が
不
可
欠
で
す
。
そ

の
製
造
や
加
工
は
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業

が
得
意
と
し
、
ま
だ
競
争
優
位
性
が
あ
り
ま

す
。
特
に
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
中
に

は
、
高
度
で
唯
一
無
二
の
技
術
を
有
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

で
世
界
に
打
っ
て
出
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

た
だ
、
海
外
に
挑
戦
す
る
に
は
独
自
の
技

術
を
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
秘
匿
す
る
、
知
的
財

産
権
で
保
護
す
る
な
ど
、
戦
略
的
に
管
理
す

る
タ
フ
な
交
渉
力
が
必
要
で
す
。
海
外
で
は

他
社
の
技
術
を
狡
猾
に
奪
い
合
う
争
い
が
頻

繁
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
知
財
法
務

に
強
い
専
門
家
を
活
用
し
、
知
財
戦
略
を
構

築
し
た
上
で
、
海
外
展
開
を
進
め
る
べ
き
で

す
。
少
子
高
齢
化
に
よ
り
国
内
市
場
が
収
縮

し
て
い
く
中
、
ま
た
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
が
増
加
し
、
日
本
の
経
営
資
源
が

見
直
さ
れ
て
い
る
チ
ャ
ン
ス
を
活
用
し
、
中

小
企
業
と
は
い
え
海
外
市
場
で
の
成
長
戦
略

を
意
識
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

新
た
な
令
和
時
代
、
第
四
次
産
業
革
命
を

経
た
世
界
に
お
い
て
、
日
本
経
済
が
明
る
い

未
来
を
描
く
た
め
に
は
「
顧
客
視
点
」
の

I
C
T
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
と
と
も
に
、
日
本

企
業
の
9
割
以
上
を
占
め
る
裾
野
の
広
い
中

小
企
業
の
世
界
戦
略
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制

が
必
要
な
の
で
す
。

の
が
つ
な
が
り
合
っ
て
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
、
付
加
価
値
が
生
み
出
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
概
念
は
、「
情
報
社
会
」
に
次

ぐ
、「Society

（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）
5
・
0
超
ス

マ
ー
ト
社
会
」
と
、
経
産
省
の
資
料
で
は
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。「
つ
な
が
り
」
は
今
後
の

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
な
の
で
す
。

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り

中
小
企
業
の
世
界
戦
略

I
C
T
ビ
ジ
ネ
ス
に
出
遅
れ
て
し
ま
っ
た

日
本
で
す
が
、
強
み
で
あ
る
モ
ノ
づ
く
り
技

術
を
生
か
す
余
地
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。
出

典
の
関
係
で
馴
染
み
の
な
い
横
文
字
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
図
2
は
I
C
T
ビ
ジ
ネ

ス
に
ま
つ
わ
る
要
素
を
「
上
空
（
I
C
T

層
）」「
低
空
（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
層
）」

「
地
上
（
現
場
・
現
物
層
）」
に
分
け
た
も
の

で
す
。
こ
の
う
ち
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業

の
商
機
は
「
地
上
」
に
あ
り
ま
す
。
上
空
に

は
、
時
価
総
額
1
0
0
兆
円
に
ま
で
成
長
を

遂
げ
た
I
C
T
ビ
ジ
ネ
ス
の
雄
が
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
で
顧
客
を
直
接
掴
み
、
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
を
有
す
る
こ
と
で
存
在
感
を
高

め
て
い
ま
す
。
低
空
は
、
デ
ー
タ
の
収
集
と

分
析
で
上
空
と
地
上
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た

す
層
で
す
。

3
層
の
ト
ッ
プ
に
君
臨
す
る
企
業
は
現

在
優
位
に
立
っ
て
い
ま
す
が
、
提
供
す
る
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ

出典：経済産業省「第四次産業革命に向けた リスクマネー供給について」2018年資料

出典：経済教室:『日経新聞』記事2019.1.9藤本隆宏

※次頁にて詳述

図1　第一次産業革命から第四次産業革命へ

図2　ICTビジネスの3層構造

◆社会の変化

◆産業の在り方の変化 個々の産業ごとに発展

◆技術の変化

狩猟社会

第一次産業革命
動力を取得
 （蒸気機関）

第二次産業革命
動力が革新 

（電力・モーター）

第三次産業革命
自動化が進む 

（コンピュータ）

Society5.0

新たな社会を形成
人間中心・課題解決型

重さのない世界

オープン・アーキテクチャー、クラウド、
インターネット、プラットフォーム間競争

（アップル、グーグル、アマゾン、フェイスブック）

　モノから常時情報を取るエッジ産業、IoT、
インダストリー 4.0（シーメンス、GE、

日本のファクトリー・オートメーション※企業等）

クローズド・アーキテクチャー、モノ（アセット）と付加価値の流れ、
センサー、アクチエーター、組み込みソフト、物財メーカー、製品間競争

（日本の電子部品：イメージセンサー・コンデンサー）

重さのある世界

農耕社会 工業社会 情報社会 超スマート社会

・様々なつながりによる新たな付加価値の創出
・従来、独立・対立関係にあったものが融合し、変化

→新たなビジネスモデルが誕生

Connected Industries 

もの×もの／人間×機械・システム／企業×企業／
人間×人間 （知識や技能の継承）／生産×消費

日本の現場力×デジタル
多様な協働 

第四次産業革命
自律的な最適化が可能に

大量の情報を基に人工知能が自ら考えて最適な行動をとる

上空（ICT層）

低空（インターフェイス層）

地上（現場・現物層）

3 月刊税理士事務所CHANNEL



だ
一
人
に
1
台
と
ま
で
は
い
か
ず
、
電
子
メ

ー
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
も
事
業
所
に
つ
き
一
つ
で
、

一
般
生
活
者
の
生
活
や
企
業
の
経
済
活
動
に

浸
透
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
し
た
。

当
然
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
通
信
速
度

も
遅
か
っ
た
た
め
、
現
代
の
よ
う
に
〝
小
さ

な
パ
ソ
コ
ン
〞
と
も
言
え
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
多
く
の
人
々
が
持
ち
歩
い
て
い
た
り
、

そ
の
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
音
楽
や
動
画

を
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
視
聴
で
き
た
り
す
る

よ
う
な
状
況
は
夢
の
ま
た
夢
で
し
た
。

I
o
T
を
め
ぐ
る

世
界
各
国
の
動
向

が
、
実
は
そ
ん
な
時
代
に
あ
っ
て
、
日
本

で
早
く
も
現
代
の
第
四
次
産
業
革
命
の
主
役

と
も
い
え
る
「
I
o
T
」
や
「
コ
ネ
ク
テ
ッ

ド
」
の
発
想
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
ご
存

こ
の
30
年
に
お
け
る

劇
的
な
I
C
T
の
発
展

1
9
9
0
年
（
平
成
2
年
）
代
以
降
、

I
C
T
の
発
展
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
生
活
環

境
や
経
済
活
動
は
激
変
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
こ
の
変
化
を
軸
に
、
平
成
か
ら
令

和
に
か
け
て
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
平
成
が
幕
を
開
け
た
30
年
前
と
い
う

と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
徐
々
に
オ
フ
ィ
ス

に
普
及
し
始
め
て
い
た
パ
ソ
コ
ン
黎
明
期
で

す
。
日
本
で
は
90
年
に
世
界
標
準
の
パ
ソ
コ

ン
規
格
に
日
本
語
が
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
で

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
が
爆
発
的
に
普
及
、

さ
ら
に
は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
3
・
1
日
本
語
版
が
発
表
さ
れ
、
価
格
も

下
が
っ
て
オ
フ
ィ
ス
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
普

及
に
拍
車
が
か
か
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
ま

じ
で
し
ょ
う
か
。
発
端
は
、
工
場
に
お
け
る

生
産
工
程
を
自
動
化
す
る
「
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
（
F
A
）」
シ
ス

テ
ム
が
モ
ノ
づ
く
り
現
場
に
導
入
さ
れ
て
い

っ
た
87
年
か
ら
90
年
代
（
昭
和
か
ら
平
成
へ

の
移
行
期
）
に
入
る
前
く
ら
い
の
こ
と
で
す
。

単
な
る
自
動
化
で
は
な
く
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
テ
ッ
ド
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
チ
ャ
リ
ン
グ
（
C
I
M
）」
と
い
う
統
合

生
産
の
考
え
方
が
提
唱
さ
れ
、
モ
ノ
づ
く
り

企
業
の
現
場
へ
の
導
入
が
図
ら
れ
た
の
で
す
。

こ
れ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
制
御
・
管

理
の
下
、
開
発
や
製
造
、
販
売
な
ど
の
部
門

間
で
情
報
を
共
有
し
、
一
連
の
業
務
を
効
率

的
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
生
産
性
を
引
き
上
げ
よ

う
と
い
う
、
ま
さ
に
今
で
言
う
I
o
T
そ
の

も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
本
格
的
研
究
や

実
装
が
始
ま
ろ
う
と
い
う
矢
先
に
バ
ブ
ル
が

崩
壊
、C
I
M
ど
こ
ろ
か
I
T
関
連
投
資
が

全
般
的
に
ピ
タ
ッ
と
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
日
本
が
そ
の
ま
ま
F
A
や
C
I
M
の
研

究
を
進
め
て
い
れ
ば
、
今
頃
I
o
T
で
世
界

を
席
巻
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

世
界
的
に
I
o
T
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が

出
て
き
た
の
は
、
97
年
頃
に
な
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
R
F
I
D
※
の
研

究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
複
数
の
組
織
や
場

所
を
ま
た
が
っ
て
流
れ
る
情
報
を
R
F
I
D

で
キ
ャ
ッ
チ
す
れ
ば
、
製
品
の
品
質
や
流
通

を
ど
こ
で
も
い
つ
で
も
管
理
で
き
る
の
で
は

八
や こ

子 知
と も の り

礼 氏

パナソニック（旧松下電工株式会社）にて通信機器の企
画開発や新規サービス事業の立ち上げに従事した後、
アーサーアンダーセン／ベリングポイント、デロイトトーマツ
コンサルティング執行役員パートナー、シスココンサルティ
ングサービスのシニアパートナーを歴任。通信／メディア
／ハイテク業界中心のビジネスコンサルタントとして新規
事業戦略立案、顧客／商品／マーケティング戦略、バ
リューチェーン再編等を多数経験。日本初の「モバイル
クラウド」の提唱者として当該領域およびその延長線で
あるM2M/IoTビジネスの立ち上げも多数経験。2016年
4月より（株）ウフルにてクラウド、IoTビジネスに従事。

株式会社ウフル CIO（チーフ・イノベーション・オフィサー）
兼IoTイノベーションセンター所長、
エグゼクティブコンサルタント

な
い
か
」
と
い
う
発
想
の
下
、I
o
T
が
提
唱

さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
当
時
は
セ
ン
サ
ー
が

高
価
、
ネ
ッ
ト
回
線
も
今
の
よ
う
に
高
速
で

は
な
か
っ
た
の
で
、
将
来
実
現
す
べ
き
も
の

と
し
て
語
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
が

全
て
を
変
え
ま
し
た
。
セ
ン
サ
ー
の
値
段

が
劇
的
に
下
が
り
、
ネ
ッ
ト
の
通
信
速
度

が
格
段
に
上
が
っ
た
こ
と
で
2
0
1
1
年
、

「
I
o
T
」
や
「
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
」
が
急
速

に
注
目
さ
れ
、
世
界
各
国
で
産
業
に
お
け

る
I
C
T
活
用
が
盛
ん
に
研
究
さ
れ
ま
し

た
。
筆
頭
は
ア
メ
リ
カ
の
G
E
で
す
。
ま
る

で
I
T
ベ
ン
ダ
ー
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
内
に

デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
を
立
ち
上
げ
、

巨
大
な
規
模
で
製
造
業
の
I
o
T
化
を
実
践

し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
ド
イ
ツ
も
い
ち
早

く
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
」
を
掲
げ
、

国
家
規
模
で
I
o
T
推
進
の
た
め
に
大
き
な

投
資
を
行
い
ま
し
た
。

I
o
T
の
真
価
は

「
全
体
最
適
化
」

日
本
は
海
外
で
の
こ
う
し
た
動
き
に
数
年

後
れ
を
と
っ
て
、
よ
う
や
く
平
成
も
終
盤
と

な
る
15
年
に
経
済
産
業
省
と
総
務
省
を
中
心

に
I
o
T
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
つ
く
り
、

17
年
に
は
独
自
に
「
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
」
を
掲
げ
、I
o
T
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
現
状
で
は
日
本
に
お
け

Interview❷

テクノロジーの変遷と今後の展望

※電波によってRFタグのデータを非接触で読み書きするシステム

4月刊税理士事務所CHANNEL



QRコードからアクセスし、
ぜひお答えください!

本誌アンケートに答えた方に毎月抽選で

2,000円分を
プレゼント!QUO

カード

性
を
格
段
に
向
上
さ
せ
た
と
し
て
も
、
後
工

程
を
担
う
工
場
が
そ
の
生
産
量
に
対
応
で
き

な
け
れ
ば
何
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。I
o
T

化
と
は
、
あ
る
製
品
が
つ
く
ら
れ
、
流
通
す

る
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
の
手
を
経
て
、

販
売
店
や
消
費
者
の
元
に
届
く
ま
で
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
つ
な
げ
て
、
最
適
化

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
従
来
は
機
械
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
と

っ
て
、
製
品
が
出
荷
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
が

担
当
領
域
で
し
た
が
、
そ
の
製
品
が
現
場
に

導
入
さ
れ
た
後
も
機
械
の
様
子
を
オ
ン
ラ
イ

る
I
o
T
実
装
は
非
常
に
領
域
が
限
定
さ
れ

た
形
で
行
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど

で
、
あ
る
施
設
内
の
設
備
稼
働
状
況
の
最
適

化
や
R
F
I
D
に
よ
る
位
置
情
報
収
集
な
ど
、

部
分
的
・
閉
鎖
的
な
自
動
化
・
見
え
る
化
に

目
的
が
絞
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
で

生
産
性
向
上
に
寄
与
す
る
の
で
し
ょ
う
が
、

I
o
T
の
真
価
は
こ
の
よ
う
な
「
局
所
最
適

化
」
で
は
な
く
「
全
体
最
適
化
」
に
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
複
数
社
に
よ
る
分
業
加
工
を
経

て
完
成
す
る
製
品
の
1
工
程
を
担
う
工
場
が
、

自
社
の
生
産
ラ
イ
ン
を
I
o
T
化
し
て
生
産

I
o
T
実
装
と
は
リ
タ
ー
ン
を
期
待
す
べ

き
投
資
な
ど
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
ビ
ジ
ネ

ス
に
お
け
る
必
要
最
低
限
の
イ
ン
フ
ラ
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。
モ
ノ
づ
く
り
業
界
で
あ

れ
ば
、
い
つ
ど
の
く
ら
い
の
機
械
が
稼
動

し
、
ど
の
く
ら
い
の
生
産
余
地
が
残
っ
て
お

り
、
製
品
の
歩
留
ま
り
や
品
質
が
ど
の
程
度

で
、
も
し
一
部
の
機
械
が
故
障
し
た
ら
そ
の

工
程
に
関
わ
る
部
品
を
ど
の
く
ら
い
滞
留
さ

せ
ね
ば
な
ら
ず
、
ど
の
く
ら
い
の
コ
ス
ト
が

余
計
に
か
か
る
の
か
、
な
ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
ス
マ
ホ
画
面
で
常
に
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
よ
う
な
環
境
が
当
た
り
前
に
な
り
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
当
然
、I
o
T
を
基
盤
と
し
た
シ

ス
テ
ム
が
入
っ
て
い
な
い
製
造
業
者
は
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
か
ら
淘
汰
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

第
四
次
産
業
革
命
と
言
わ
れ
る
激
変
を
経
て
、

製
造
業
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
・
業
界

で
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

ン
で
監
視
で
き
る
と
な
れ
ば
、
遠
隔
で
故
障

を
予
測
し
た
り
、
故
障
発
覚
時
に
す
み
や
か

に
人
員
の
派
遣
を
行
っ
た
り
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
遠
隔
監
視
に
よ
る
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る

こ
と
で
、
機
械
に
新
た
な
機
能
付
加
の
ア
イ

デ
ア
が
生
ま
れ
、
研
究
・
開
発
部
門
に
成
果

が
還
元
で
き
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
に
I
o
T
は
、
単
に
製
造
業
の
生
産

性
向
上
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
従
来
の
モ
ノ

づ
く
り
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
に
ま
で
業
務
の
幅

を
広
げ
る
武
器
に
も
な
る
の
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
業
種
・
業
界
で
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
再
構
築
が
必
須

海
外
で
は
こ
う
し
た
意
識
が
強
い
の

で
、
14
年
頃
か
ら
多
く
の
企
業
が
連
携
し
て

I
o
T
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の

最
適
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
が
、
日

本
で
は
ど
う
も
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
自
社
内

で
の
局
所
最
適
に
走
り
が
ち
で
、「
I
o
T

化
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
最
適
化
し

よ
う
」「
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し

直
そ
う
」
と
い
っ
た
気
概
の
あ
る
経
営
者
は

非
常
に
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
た
だ
、
さ

ら
な
る
技
術
発
展
を
背
景
に
I
o
T
化
が
世

界
的
に
加
速
し
て
い
る
以
上
、
こ
の
先
10
年
、

20
年
の
う
ち
に
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
機
能
を
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
世
の

中
の
事
象
が
つ
な
が
る
時
代
が
や
っ
て
き
ま

す
。
そ
う
し
た
世
界
に
お
い
て
は
、
も
は
や

税理士業界の「平成から令和」の出来事

COLUM

　平成時代の税理士業界の大きな出来事は、なんと言っても13年の税理士
法改正です。税理士法人制度の創設、広告規制、報酬規程の撤廃など、規制緩
和が図られ、税理士業界も売上や規模の二極化が進みました。
　税理士の仕事を見ていくと、「会計参与」「登録政治資金監査人」などの資
格者となり、ビジネス領域が拡大しました。一方で、専門家責任が追及され、
28年にはDESによる相続対策で説明責任が不十分だったとして約3億3
千万円の損害賠償金が請求される争いがありました（現在係争中）。

平成 出来事 概要
1 消費税導入３％
5 税理士６万人突破 60887人
9 消費税率５％に

13 税理士法改正 広告規制・報酬規程の撤廃／税理士法人制度の創設／補助税理士制度
／補佐人制度／免除制度の改正／研修受講制度の努力義務化の導入

14 消費税率8%に
16 国税の電子申告スタート

18 会計参与の適格者に 会社法が施行され税理士が会計参与の適格者に
税理士7万人突破 70068人

24 税理士も経営革新等
支援機関に

認定制度は、税務、金融及び企業財務に関する専門的知識や支援に
係る実務経験が一定レベル以上の個人、法人、中小企業支援機関等を、
経営革新等支援機関として認定。 税理士もその認定機関に。

26 税理士法改正
租税教育の推進／調査の事前通知の規定整備／税理士試験の受験資
格の緩和／補助税理士→所属税理士／懲戒処分の適正化／事務所設
置の適正化／会費滞納者に対する処分の明確化

28
相続対策でDES提案
税理士が３億３千万円の
損害賠償命令

東京地裁平成２１年４月２８日判決

令和1 消費税率10％
軽減税率制度導入

制作協力：「KaikeiZine」編集長 宮口貴志氏

5 月刊税理士事務所CHANNEL



見
ど
こ
ろ
た
っ
ぷ
り
の

皇
居
一
般
参
観

こ
れ
ま
で
日
本
銀
行
本
店
や
東
京
地
方
裁

判
所
、
国
会
議
事
堂
、J
A
X
A
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
重
要
建
造
物
や
施
設
、
名
所
な
ど
の

見
学
を
通
じ
て
知
見
を
高
め
、
お
互
い
に
懇

親
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
回
を
重
ね
て

き
た
神
奈
川
地
区
会
の
「
大
人
の
社
会
科
見

学
」。
第
8
弾
と
な
る
今
回
は
「
お
め
で
と

う
〝
令
和
〞
あ
り
が
と
う
〝
平
成
〞
そ
し
て

明
治
を
振
り
返
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
京
都

心
の
施
設
を
巡
り
ま
し
た
。

当
日
は
朝
8
時
に
旧
ヨ
コ
ハ
マ
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
前
に
集
合
し
、
大
型
バ
ス
で
東
京
方

面
へ
。
ま
ず
訪
れ
た
の
は
皇
居
。
言
わ
ず

と
知
れ
た
江
戸
城
跡
地
で
あ
り
、
現
在
は

1
1
5
万
㎡
も
の
敷
地
内
に
天
皇
皇
后
両
陛

下
が
お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
る
御
所
や
宮
殿
、

宮
内
庁
庁
舎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
普

段
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
皇
居
東
御
苑

や
北
の
丸
公
園
は
自
然
豊
か
な
散
策
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
他
、
皇
居
外
苑
は

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
に
人
気
。
今
回
の
ツ
ア
ー
で

は
、
毎
週
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
に
宮
内
庁
が

実
施
し
て
い
る
一
般
参
観
に
参
加
し
ま
し
た
。

皇
居
の
南
側
に
あ
る
桔き
き
ょ
う梗
門
を
く
ぐ
り
、

休
憩
所
で
あ
る
窓
明
館
に
入
る
と
、
大
勢
の

参
加
者
が
一
般
参
観
が
始
ま
る
の
を
待
っ
て

い
ま
し
た
。
国
籍
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
日
本

語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
フ
ラ
ン
ス

語
な
ど
言
語
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
て

順
次
出
発
、
ガ
イ
ド
の
方
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
、
1
時
間
15
分
ほ
ど
か
け
て
敷
地
内
を

「BREEZE OF TOKYO」でのランチは楽しい懇親の
時間に

迎賓館赤坂離宮での集合写真。同館の建築を手掛け
たのは片山東熊氏。屋根に鎧武者を配すなど、和の
意匠にもこだわった造りになっています

皇居桔梗門の前の広場

このバスで1日移動しました

同店の窓から東京駅を見下ろす

美味しい料理の数々

おめでとう〝令和〟ありがとう〝平成〟
そして明治を振り返る

「大人の社会科見学」レポート

東京会企画

9月12日（木）、東京ミロク会計人会神奈川地区会主催のバスツアー「大人の社会科見学」（第8弾）が実施され、
同地区会の先生方とMJSのメンバー総勢代31名が参加、

皇居や迎賓館赤坂離宮、聖徳記念絵画館、国立公文書館を見学しました。ツアー当日の模様をお伝えします。
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見
て
回
り
ま
し
た
。
参
観
ル
ー
ト
は
広
大
な

皇
居
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
が
、
見
ど
こ
ろ
は

た
っ
ぷ
り
。
ま
ず
旧
枢
密
院
庁
舎
と
富
士
見

櫓
を
通
り
過
ぎ
、
塔
の
坂
を
上
っ
て
宮
内
庁

庁
舎
前
へ
。
そ
の
隣
り
の
宮
殿
を
眺
め
つ
つ

東
庭
を
横
切
り
、
正
門
鉄
橋
（
二
重
橋
）
を

渡
り
ま
す
。
そ
こ
で
伏
見
櫓
を
見
た
後
、
再

び
正
門
鉄
橋
と
東
庭
を
通
っ
て
宮
内
庁
庁
舎

裏
手
の
山
下
通
り
に
出
て
、
蓮
池
濠
沿
い
を

歩
い
て
桔
梗
門
ま
で
戻
っ
て
参
観
終
了
で
す
。

中
で
も
先
生
方
に
好
評
だ
っ
た
の
は
、
7

つ
あ
る
宮
殿
の
建
物
の
一
つ
、
幅
1
6
0
m

の
長
和
殿
を
眺
め
な
が
ら
宮
殿
東
庭
を
歩
い

た
こ
と
。
毎
年
1
月
2
日
の
一
般
参
賀
の
際
、

こ
の
広
場
が
日
の
丸
の
旗
を
持
つ
大
勢
の
人

た
ち
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
光
景
や
長
和
殿
ベ

ラ
ン
ダ
か
ら
手
を
振
る
天
皇
皇
后
両
陛
下
と

皇
族
の
方
々
の
姿
な
ど
に
つ
い
て
話
し
な
が

ら
、
今
自
分
た
ち
が
そ
の
石
畳
を
歩
い
て
い

る
こ
と
に
感
動
し
き
り
で
し
た
。

ま
た
、
二
重
橋
で
は
興
味
深
い
お
話
が
聞

け
ま
し
た
。「
二
重
橋
」
と
い
う
呼
び
名
は

一
般
的
に
は
正
門
鉄
橋
と
そ
の
奥
に
か
か
る

正
門
石
橋
2
つ
の
橋
の
総
称
だ
と
思
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
さ
に
あ
ら
ず
。
ガ
イ
ド
の
方
の

説
明
に
よ
れ
ば
、1
8
8
8
年
（
明
治
21
年
）

に
鉄
橋
に
架
け
か
わ
る
ま
で
木
橋
だ
っ
た

「
西
の
丸
下
乗
橋
」
の
部
分
の
濠
が
深
か
っ
た

た
め
、
橋
げ
た
を
二
重
に
組
ん
だ
こ
と
が
そ

の
由
来
だ
と
か
。
す
で
に
寛
政
時
代
の
文
献

に
も
「
二
重
橋
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

絶
景
を
眺
め
な
が
ら
の
昼
食
と

豪
華
絢
爛
な
迎
賓
館
赤
坂
離
宮

皇
居
を
後
に
し
た
一
行
は
初
秋
の
爽
や
か

な
晴
天
の
下
、
徒
歩
で
丸
ビ
ル
へ
。
最
上
階

に
あ
る
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
「BREEZE 

O
F T

O
K
Y
O

」
で
コ
ー
ス
料
理
を
堪
能
し

ま
し
た
。
厳
選
食
材
を
用
い
た
フ
レ
ン
チ
グ

リ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
好
評
だ
っ
た
の
が
窓
外

の
景
色
で
す
。
東
京
随
一
と
い
っ
て
も
よ
い

絶
景
、
と
り
わ
け
す
ぐ
近
く
の
東
京
駅
舎
を

ほ
ぼ
真
上
か
ら
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
の

は
丸
ビ
ル
最
上
階
な
ら
で
は
。
こ
の
絶
景
を

眺
め
な
が
ら
お
い
し
い
料
理
を
い
た
だ
き
、

ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
、
カ
ク
テ
ル
な
ど
を
楽
し

む

―
。
な
ん
と
も
優
雅
な
ひ
と
時
で
し
た
。

お
腹
を
満
た
し
た
後
は
迎
賓
館
赤
坂
離
宮

を
訪
問
。
こ
の
建
物
は
1
9
0
9
年
（
明
治

42
年
）
に
東
宮
御
所
と
し
て
建
て
ら
れ
た
日

本
唯
一
の
ネ
オ
・
バ
ロ
ッ
ク
様
式
に
よ
る
宮

殿
で
、
当
時
の
日
本
の
建
築
・
美
術
・
工
芸

界
の
総
力
を
結
集
し
た
、
明
治
期
の
本
格
的

近
代
洋
風
建
築
の
到
達
点
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
第
2
次
世
界
大
戦
後
は
外
国
か
ら
の
賓

客
を
迎
え
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
た
め
国
の

迎
賓
施
設
と
し
て
大
規
模
改
修
、
和
風
別
館

の
新
設
と
合
わ
せ
て
74
年
に
現
在
の
迎
賓
館

が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
国
王

和の意匠と純日本のおもてなしを表現した和風別館
「游心亭」
出典：内閣府迎賓館ウェブサイト（https://www.
geihinkan.go.jp/akasaka/japanese_annex/）

謡曲「羽衣」の景趣を描いた天井画
出典：内閣府迎賓館ウェブサイト（https://www.
geihinkan.go.jp/akasaka/hagoromo_no_ma/）

黒と白の市松模様の床に真紅の絨毯が敷かれた「玄
関ホール」
出典：内閣府迎賓館ウェブサイト（https://www.
geihinkan.go.jp/akasaka/entrance_hall/）

中央に見事な噴水がある主庭

「羽衣の間」は、“鏡と金色と緋色”の華麗な大部屋
出典：内閣府迎賓館ウェブサイト（https://www.
geihinkan.go.jp/akasaka/hagoromo_no_ma/）

首脳会談も行われる同館で最も格式の高い部屋「朝
日の間」
出典：内閣府迎賓館ウェブサイト（https://www.
geihinkan.go.jp/akasaka/asahi_no_ma/）
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史
資
料
で
も
あ
り
ま
す
。
一
枚
一
枚
を
丁
寧

に
鑑
賞
し
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
に
思
い
を
馳

せ
た
後
は
最
後
の
見
学
施
設
で
あ
る
国
立
公

文
書
館
へ
。
こ
こ
に
は
国
か
ら
移
管
さ
れ
た

公
文
書
の
原
本
と
、
江
戸
時
代
以
前
の
将
軍

家
や
寺
社
・
公
家
・
武
家
な
ど
が
所
蔵
し
て

い
た
文
書
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
館
ス

タ
ッ
フ
の
方
に
よ
れ
ば
、「
こ
こ
は
文
学
と
歴

史
の
宝
庫
。
ぜ
ひ
公
文
書
の
背
景
に
あ
る
物

語
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
こ
と
。
憲
法
の

原
本
や
平
成
・
令
和
額
な
ど
に
ま
つ
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
話
は
実
に
興
味
深
い
も
の
で
、
し

た
。
た
と
え
ば
大
日
本
帝
国
憲
法
と
日
本
国

憲
法
、
両
方
の
原
本
の
忠
実
な
レ
プ
リ
カ
を

見
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の
見
た
目
は
大
日
本

帝
国
憲
法
の
方
が
新
し
く
き
れ
い
に
見
え
ま

す
。
こ
れ
は
日
本
国
憲
法
が
昭
和
21
年
11
月

３
日
と
い
う
戦
後
ま
も
な
い
時
期
に
公
布
さ

れ
た
た
め
、
上
質
な
紙
を
準
備
で
き
な
か
っ

た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
同
、
こ

う
し
た
話
に
思
わ
ず
聞
き
入
っ
て
い
る
う
ち

に
閉
館
時
間
に
。
濃
密
で
知
的
好
奇
心
の
刺

激
に
満
ち
た
ひ
と
時
で
し
た
。

こ
う
し
て
幕
を
閉
じ
た
「
大
人
の
社
会
科

見
学
」。
平
成
か
ら
令
和
に
移
り
変
わ
っ
た
年

に
ふ
さ
わ
し
く
、
日
本
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史

を
振
り
返
り
、
新
た
な
歴
史
の
始
ま
り
を
感

じ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し

た
。

や
大
統
領
、
首
相
な
ど
を
お
迎
え
し
て
き
た

他
、
主
要
国
首
脳
会
議
な
ど
の
国
際
会
議
の

場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
館
内
に

は
い
く
つ
も
の
間
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
さ
ま
ざ
ま
に
意
匠
を
凝
ら
さ
れ
た
豪
華
絢

爛
に
し
て
高
貴
な
空
間
で
す
。
た
と
え
ば
迎

賓
館
西
側
に
位
置
す
る
「
羽
衣
の
間
」。
こ
こ

は
か
つ
て
舞
踏
室
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、

雨
天
時
の
歓
迎
式
典
や
晩
餐
会
の
招
待
客
に

食
前
酒
が
供
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

謡
曲
「
羽
衣
」
の
景
趣
を
描
い
た
大
絵
画
が

天
井
に
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
実
に
見
事
。

ま
る
で
建
物
の
中
庭
か
ら
空
を
見
上
げ
た
か

の
よ
う
な
情
景
が
広
が
り
、
四
方
に
描
か
れ

た
香
炉
か
ら
は
、
空
に
か
ぐ
わ
し
い
香
り
を

放
つ
煙
が
立
ち
上
り
、
赤
や
ピ
ン
ク
の
花
が

舞
う
な
ど
、
ま
さ
に
天
女
が
地
上
に
降
り
立

っ
た
直
後
の
た
だ
な
ら
ぬ
空
の
様
子
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
先
生
方
は
こ
う
し
た
間
を
い

く
つ
も
見
て
回
り
な
が
ら
、
感
嘆
の
声
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。

聖
徳
記
念
絵
画
館
と

国
立
公
文
書
館

続
い
て
訪
れ
た
の
は
、
明
治
神
宮
外
苑
の

聖
徳
記
念
絵
画
館
。
展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、

明
治
天
皇
の
ご
生
誕
か
ら
崩
御
ま
で
の
出
来

事
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
80
枚
の
壁
画
で
、
い

ず
れ
も
一
流
画
家
に
よ
る
優
れ
た
芸
術
作
品

で
あ
り
、
政
治
・
文
化
・
風
俗
の
貴
重
な
歴

同館で展示されている「平成」額の精密なレプリカ。
もちろんオリジナルも同館に保管されています

同館スタッフの方の解説に聞き入る先生方。2階閲
覧室では多くの所蔵資料を現物で閲覧でき、写真撮
影もOK

聖徳記念絵画館の外観

新元号「令和」額。こちらも精密なレプリカ。ちなみ
に日本のレプリカ技術は世界でも最高峰で、99％以
上の再現精度だそうです

国立公文書館。つくば分館と合わせて約150万冊の
公文書が保管されています

同館内の様子

8月刊税理士事務所CHANNEL



評
で
、
実
務
に
役
立
つ
と
所
長
先
生

の
み
な
ら
ず
、
職
員
の
方
々
に
も
多

く
視
聴
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
会
員
な
ら
で
は
の
特
典

も
あ
り
ま
す
。M
J
S
の
「
ミ
リ
ョ

ク
! 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
サ
ー
ビ

ス
」
が
初
期
費
用
無
料
で
、
か
つ

年
間
2
万
4
0
0
0
円
分
の
M

－

m
a
r
t
ポ
イ
ン
ト
※
が
付
与
さ
れ

る
特
典
や
、M
J
S 

M
＆
A
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
（
m
m
a
p
）
の
提
携
パ
ー

ト
ナ
ー
に
な
っ
た
場
合
の
紹
介
手
数

料
優
遇
、
エ
ヌ
エ
ヌ
生
命
保
険
か
ら
、

「A
CELIN

K

 N
X
-Pro

会
計
大
将
」

と
連
動
す
る
顧
問
先
の
経
営
上
の
リ

ス
ク
を
分
析
す
る
ソ
フ
ト
の
無
償
提

供
を
受
け
ら
れ
る
特
典
、
福
利
厚
生

サ
ー
ビ
ス
会
社
の
リ
ロ
ク
ラ
ブ
の
サ

ー
ビ
ス
「
福
利
厚
生
倶
楽
部
」
が
お

得
な
料
金
で
利
用
で
き
る
特
典
、
自

動
車
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
リ
ー
ス
の
住
友

三
井
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
と
新
車
契
約

時
の
カ
ー
ナ
ビ
贈
呈
な
ど
の
会
員
特

典
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

職
業
会
計
人
の
職
域
拡
大
、
地
位

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

多
様
な
入
会
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
ミ
ロ

ク
会
計
人
会
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
入

会
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

ミロク会計人会 ご入会の5つのメリット

　ミロク会計人会には、さまざまな会員メリット
があります。このコーナーでは毎回、その魅力
を詳しくお伝えします。

す
。
税
理
士
会
の
認
定
研
修
を
は
じ

め
、
日
本
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ

ラ
ン
ナ
ー
ズ
協
会
の
継
続
教
育
単
位

認
定
研
修
、
職
員
の
方
向
け
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
実
践
研
修

な
ど
が
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
お

り
、
会
員
は
こ
れ
ら
の
研
修
を
会
員

特
別
料
金
で
受
講
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
魅
力
の

一
つ
で
す
。
本
会
に
は
北
は
北
海
道

か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
全
国
に
11
の

単
位
会
が
あ
り
、
う
ち
9
つ
の
単
位

会
に
は
さ
ら
に
細
か
く
エ
リ
ア
を
分

け
た
地
区
会
も
あ
り
ま
す
。
単
位

充
実
し
た
研
修
を
特
別
料
金
で

受
講
可
、人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

拡
大
も
魅
力

　

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
は
、M
J
S
の

シ
ス
テ
ム
を
お
使
い
の
税
理
士
・
公

認
会
計
士
の
先
生
方
で
組
織
さ
れ
た

職
業
会
計
人
の
任
意
団
体
で
す
。
会

員
事
務
所
の
社
会
的
地
位
の
向
上
、

経
営
基
盤
の
強
化
と
顧
問
先
企
業
の

発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
活
動
方
針

と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
改
め
て
、

入
会
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
5
つ
の

メ
リ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

本
会
と
い
え
ば
ま
ず
、
充
実
し
た

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
挙
げ
ら
れ
ま

会
・
地
区
会
ご
と
の
研
修
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、

参
加
す
る
こ
と
で
自
然
と
人
脈
が
広

が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
年
に
一

度
、
全
国
か
ら
約
1
0
0
0
名
が
集

う
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
全
国
統
一
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は

全
国
大
会
な
ら
で
は
の
講
師
陣
の
講

演
会
と
、
全
国
の
先
生
方
と
交
流
を

深
め
る
こ
と
で
、
互
い
の
知
見
を
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
を
通
し
て
シ
ス
テ
ム
改
善

要
望
が
出
せ
H
P
で
会
員
限
定
の

コ
ン
テ
ン
ツ
が
閲
覧
で
き
る

　

会
員
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

M
J
S
シ
ス
テ
ム
の
改
善
要
望
を

本
会
を
通
し
て
よ
り
ダ
イ
レ
ク
ト
に

伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

本
会
に
は
M
J
S
へ
の
改
善
提
案
を

役
割
と
す
る
シ
ス
テ
ム
開
発
委
員
会

が
あ
り
、「
会
員
の
声
」
と
し
て
本

委
員
会
に
要
望
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

が
具
体
的
な
検
討
案
と
な
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
に
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
H
P
）
が
あ
り
、
会
員
限
定

で
閲
覧
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、M
J
S
シ

ス
テ
ム
の
活
用
方
法
が
動
画
で
学
べ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
大
変
好

※MJSシステム関連のサプライ商品を購入できるサイト「M-mart」で使えるポイント

ミロク会計人会の

ミリョク
充実した

研修プログラムが 
受講できる

MJSシステムに関する
要望をよりダイレクトに

伝えられる

・「ミリョク! ホームページ作成サービス」をお得に利用可
・MJS M＆Aパートナーズ(mmap)※の提携パートナー

となった場合、紹介手数料が優遇
・エヌエヌ生命保険のリスク分析ソフトを無償で利用可
・リロクラブの福利厚生サービスをお得に利用可
・住友三井オートサービスと新車契約時、カーナビ贈呈

会員限定の各種特典を利用できる

地域、全国の
税理士先生と 
交流ができる

公式ホームページの
会員限定コンテンツが

全て閲覧できる

※事業承継支援を行うMJSの子会社

1

3

5

2

4
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税
務・会
計
の
枠
を
超
え
た

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
に
注
力

―
も
と
も
と
は
半
世
紀
以
上
前
に
櫻
井
先

生
の
お
父
さ
ま
が
開
業
さ
れ
た
事
務
所
だ
そ

う
で
す
ね
。
ま
ず
、
そ
の
あ
た
り
の
経
緯
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

櫻
井 

健
所
長
（
以
下
、
敬
称
略
）　

父
は
栃

木
県
の
農
家
に
生
ま
れ
育
ち
、
上
京
し
て
か

ら
は
会
計
事
務
所
に
勤
務
、
母
と
結
婚
し
て

私
の
2
人
の
姉
が
生
ま
れ
た
時
に
「
家
族
を

養
っ
て
い
く
た
め
に
資
格
を
取
得
し
て
独
立

開
業
し
よ
う
」
と
思
い
立
っ
た
そ
う
で
す
。

資
格
取
得
後
す
ぐ
開
業
し
ま
し
た
が
、
資
金

が
な
か
っ
た
の
で
顧
問
先
の
製
造
業
者
の
事

務
所
に
間
借
り
さ
せ
て
も
ら
っ
て
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。
そ
の
後
、
徐
々
に
事
務
所
経
営

を
軌
道
に
の
せ
て
両
国
に
小
さ
な
事
務
所
を

構
え
、1
9
8
7
年
に
は
現
在
の
自
社
ビ
ル
を

建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
が
入
所
し

た
の
は
約
10
年
前
の
こ
と
で
、
2
年
前
か
ら

代
表
を
務
め
て
お
り
ま
す
。

―
お
父
さ
ま
の
代
か
ら
一
貫
し
て
引
き
継

が
れ
て
い
る
コ
ン
セ
プ
ト
や
理
念
な
ど
は
あ

り
ま
す
か
。

櫻
井　

10
年
ほ
ど
前
、
後
を
継
ぐ
意
志
を
は

っ
き
り
と
伝
え
た
時
に
父
か
ら
口
を
す
っ
ぱ

く
し
て
言
わ
れ
た
の
は
「
記
帳
代
行
だ
け
を

手
掛
け
て
い
る
よ
う
で
は
、
い
つ
か
自
分
た

ち
の
仕
事
は
な
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
昨
今
で
こ
そ
「
A
I
が
私
た
ち
の
業
務

を
奪
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
危
機
感
に

つ
い
て
盛
ん
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
父
は
数
十
年
前
か
ら
パ
ソ
コ
ン
の

顧問先にしっかりと利益を上げてもらうことを常に念頭に置いているという櫻井健税理士事務所の所長、櫻井 健先生。
これまでの歩みとともに、特に力を入れている不動産投資・運営に関するサポートやアドバイスについてお話を伺いました。

不動産事業のサポートを強みに
親子2代にわたって顧問先に寄り添う

事 務 所 訪 問

墨田区

所在地 東京都墨田区両国4-38-16 両国櫻井ビル6階
TEL 03-3632-5123
設立 1958年
職員数 6名
http://sakuraikaikei.net/ 

櫻井健税理士事務所
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処
理
能
力
や
I
T
の
発
展
を
見
据
え
て
い
た

の
で
す
。
私
は
父
の
こ
の
指
摘
を
受
け
て

「
経
営
の
数
字
だ
け
で
な
く
、
お
客
様
の
財
産

状
態
を
よ
く
知
る
税
理
士
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
が
あ
る
は
ず
」
と

思
い
、
事
業
承
継
前
か
ら
税
務
・
会
計
の
み

に
と
ら
わ
れ
な
い
顧
問
先
の
経
営
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
こ
う
と
決
心
し
て
い
ま
し
た
。

不
動
産
事
業
に
関
す
る

サ
ポ
ー
ト
で
差
別
化

―
ど
の
よ
う
な
経
営
サ
ポ
ー
ト
を
掲
げ
、

実
践
し
て
き
た
の
で
す
か
。

櫻
井　

顧
問
先
に
し
っ
か
り
と
利
益
を
上
げ

て
も
ら
う
こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
き
、
中
で

も
所
有
し
て
い
る
不
動
産
の
有
効
活
用
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
に
力
を
入
れ

て
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
の
発
端
は
父
自
身

が
不
動
産
投
資
に
熱
心
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

私
の
姉
が
喘
息
持
ち
で
「
空
気
の
い
い
高
台

に
住
も
う
」
と
土
地
を
購
入
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
土
地
が
用
地
買
収
に
か
か
る
な
ど
し
て

資
産
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
父
は
不

動
産
投
資
・
運
営
を
手
掛
け
、
時
折
、
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
顧
問
先
に
伝
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
当
事
務
所
で
は
昔
か
ら
印
刷
業
や

繊
維
業
な
ど
の
顧
問
先
が
多
く
、「
ど
う
し
て

も
中
小
の
製
造
加
工
業
は
景
気
や
大
企
業
の

状
況
に
経
営
が
左
右
さ
れ
が
ち
な
の
で
、
本

業
の
ほ
か
に
収
益
の
柱
を
持
っ
て
お
い
た
ほ

う
が
い
い
」
と
い
う
考
え
で
し
た
。
私
は
こ

の
不
動
産
投
資
・
運
営
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
、
当
事
務
所
の
経
営
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価
値
と
し
て
よ
り
明
確
に

打
ち
出
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
自
身
の
経

験
や
失
敗
談
な
ど
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
な

る
べ
く
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
現
在
、
顧
問

先
の
中
に
は
本
業
の
か
た
わ
ら
不
動
産
投
資
・

運
営
を
手
掛
け
て
い
る
方
が
か
な
り
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
10
年
、
20
年
と
長
期
間
お
付

き
合
い
し
て
い
る
顧
問
先
経
営
者
の
方
々
か

ら
は
「
今
が
あ
る
の
は
あ
の
時
の
ア
ド
バ
イ

ス
の
お
か
げ
」
と
感
謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
顧
問
先

か
ら
の
信
頼
を
実
感
で
き
る
こ
と
が
、
私
に

と
っ
て
大
き
な
や
り
が
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
顧
問
先

の
不
動
産
投
資
・
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

櫻
井　

例
え
ば
不
動
産
運
営
の
支
出
面
で
い

え
ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
基
盤
交
換
や
外
壁
塗

装
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
修
繕
費
が
か
さ
む
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
据
え
た
資
金
繰
り
計
画
を
提

案
、
微
調
整
し
た
り
、
築
40
年
以
上
の
物
件

の
場
合
は
水
回
り
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
や

す
く
な
る
こ
と
を
考
え
て
損
害
保
険
を
勧
め

る
な
ど
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
た
り

と
、
顧
問
先
の
状
況
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
で

す
。

―
櫻
井
先
生
の
入
所
か
ら
こ
れ
ま
で
、
不

動
産
市
況
も
大
き
く
変
動
し
て
き
た
か
と
思

い
ま
す
。
昨
今
は
い
か
が
で
す
か
。

櫻
井　

町
工
場
が
多
い
と
い
う
墨
田
区
の
イ

メ
ー
ジ
は
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
当
事

務
所
周
辺
の
両
国
エ
リ
ア
に
も
か
つ
て
は
工

場
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
10
年

ほ
ど
は
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
次
々
と
建
っ

て
い
ま
す
。
も
と
の
工
場
が
資
材
搬
入
な
ど

の
た
め
に
間
口
が
広
く
造
ら
れ
て
い
た
た
め

高
い
建
物
が
建
て
や
す
く
、
ま
た
立
地
も
よ

い
た
め
で
す
。
こ
の
よ
う
に
時
代
が
移
り
変

わ
る
中
、
昨
今
は
若
い
不
動
産
投
資
家
が
増

え
て
い
る
か
ら
か
、
ト
ラ
ブ
ル
や
詐
欺
被
害

な
ど
も
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
先
日
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
不
動
産
投
資
家
を
名
乗
る

若
者
が
喜
々
と
し
て
「
利
回
り
20
％
の
マ
ン

シ
ョ
ン
を
購
入
し
た
」
と
話
し
て
い
る
動
画

を
見
ま
し
た
。
景
気
が
よ
く
て
マ
ン
シ
ョ
ン

の
稼
働
率
が
高
い
う
ち
は
「
利
回
り
20
％
」

が
生
き
ま
す
が
、
景
気
が
悪
く
な
っ
て
入
居

者
が
減
れ
ば
、
途
端
に
不
動
産
運
営
は
傾
き

ま
す
。
こ
れ
は
ご
く
当
然
の
こ
と
で
す
が
、

そ
の
当
然
の
こ
と
を
ろ
く
に
考
え
ず
に
現
在

の
利
回
り
の
高
さ
だ
け
で
投
資
判
断
を
行
っ

て
し
ま
う
事
例
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

―
専
門
家
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
れ

ば
、
そ
う
し
た
こ
と
は
防
げ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

櫻
井　

本
当
に
そ
う
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

JR両国駅からアクセスの良い立地に事務所はあります 会議室の窓からは間近に東京スカイツリーが見えます
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ら
の
紹
介
や
金
融
機
関
か
ら
の
お
声
が
け
で

新
規
顧
問
先
は
こ
の
10
年
、
順
調
に
増
え
て

き
ま
し
た
。
営
業
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て

お
り
、
そ
の
際
に
は
〝
大
家
さ
ん
向
け
会
計

事
務
所
〞
で
あ
る
こ
と
を
強
み
の
一
つ
と
し

て
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
顧
問
先
の
増
加
と
と
も
に
、
事
務
所
運

営
や
人
材
育
成
な
ど
の
面
で
も
工
夫
が
必
要

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

櫻
井　

代
表
を
引
き
継
ご
う
と
決
意
し
た
後
、

複
数
の
事
務
所
を
見
学
し
て
回
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
際
に
得
た
業
務
効
率
化
や
最
適
化

に
関
す
る
知
見
を
生
か
す
よ
う
心
が
け
て
き

ま
し
た
。
と
い
っ
て
も
決
し
て
大
が
か
り
な

業
務
改
革
を
行
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
所
内
の
一
室

を
活
用
し
て
大
家
さ
ん
に
な
り
た
い
人
向
け

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
よ
う
と
、
不
動
産
業

者
や
他
の
士
業
の
方
た
ち
と
話
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
大
家
さ
ん
も
し
く
は
大
家

さ
ん
に
な
り
た
い
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す

が
、
い
ろ
い
ろ
な
事
例
を
知
っ
て
お
け
ば
騙

さ
れ
る
可
能
性
も
減
る
と
思
い
ま
す
。

気
軽
に
何
で
も
相
談
で
き
る

事
務
所
を
目
指
す

―
そ
う
し
た
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
る
こ

と
で
、
新
た
な
顧
問
先
開
拓
に
も
つ
な
が
り

そ
う
で
す
ね
。

櫻
井　

お
か
げ
さ
ま
で
、
既
存
の
顧
問
先
か

朝
礼
や
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
ス
タ
ッ
フ
同
士
で
顧
問
先
情
報
を
し

っ
か
り
と
共
有
す
る
、
所
内
の
資
料
管
理
・

保
管
を
仕
組
み
化
し
て
検
索
の
ロ
ス
や
紛
失

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
な
ど
、
ご
く
基
本
的

で
地
道
な
工
夫
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。

　

ま
た
人
材
面
で
は
、
現
在
職
員
が
6
人
お

り
、
金
融
機
関
や
証
券
会
社
な
ど
異
業
種
経

験
者
が
多
い
の
で
、
業
界
の
固
定
観
念
に
と

ら
わ
れ
ず
柔
軟
に
顧
問
先
の
経
営
支
援
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
彼
ら

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
常
時

パ
ー
ト
を
数
名
雇
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

未
経
験
者
か
ら
入
力
業
務
の
基
本
や
税
理
士

事
務
所
の
1
年
間
の
業
務
サ
イ
ク
ル
を
覚
え

ら
れ
る
の
で
、「
い
ず
れ
は
企
業
の
経
理
職
を

目
指
し
た
い
」「
税
務
・
会
計
業
務
を
身
に
つ

け
た
い
」
と
い
う
や
る
気
の
あ
る
人
材
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

櫻
井　

企
画
中
の
大
家
さ
ん
に
な
り
た
い
人

向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
も
そ
の
一
環
で
す
が
、
顧

問
先
に
た
く
さ
ん
来
所
し
て
も
ら
い
、
日
常

的
に
何
で
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
事
務
所
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

櫻井先生は大学卒業後の入所時、事務所の後

を継ぐことは真剣に考えていなかったといいます。大

きく意識が変わったのは約10年前のこと。父上と

業界の先行きについて議論を交わすなかで「経営

支援やアドバイザリー業務といった付加価値を打ち

出していかねば、いずれ仕事がなくなってしまう」とい

う危機感を共有し、代表となることを決意されました。

その後は大学院に通って勉学に励んで税理士資格

を取得。そのかたわら複数の事務所を見学して回っ

たそうです。「その時に学んだ所内の管理体制など

を現在の事務所経営に生かし、業務全体の効率

化や最適化を図っていきたい」と櫻井先生は話して

います。

税 理 士 ま で の 歩 み

不動産投資・運営サポートに注力されている櫻井 健先生
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検索絞り込み条件
■シリーズ名　　ACELINK NX-Pro／顧問先向け／その他
■システム名　　シリーズ名に合わせた内容、会計大将など
■単位会
■回答ステータス　　回答済み／未回答
■回答ラベル　　　検討中／継続検討／対応済み／次期開発の参考／その他
■投稿日
■キーワード検索

即時ログイン機能を設置

メニュー構成変更

「システム開発に関する意見要望」の検索機能

ミロク会計人会からのお知らせ

ミロク会計人会ホームページ
今期改修内容のご報告

　これまで会員専用のページ・コンテンツを閲覧するた
めには、必ず一旦「ログインページ」を介してログインす
る必要がありました。今回の改修で、どのページからで
も直接ログインできる仕組みを導入しました。

　メニューを再構成し、詳細ページへすぐにアクセスで
きるよう改修しました。メインメニューにマウスを乗せ
ると、プルダウンでサブメニューが開きます。

　「システム開発に関する意見要望」とは、会計人会HP
上でMJS製品に関するご意見・ご要望を受け付ける窓
口です。投稿内容はシステム開発委員会にて討議の上、
MJSへ検討の申し入れがされます。この窓口となるペ
ージに検索機能を設置しました。検索絞り込み条件には

「システム名」「回答ステータス（回答済み／未回答）」「回
答ラベル（検討中／対応済み など）」「投稿日」などがあり
ます。

ミロク会計人会ホームページ（HP）は、広報委員会の
監修により、毎年新しい機能やコンテンツを追加し
ています。ここでは、今期の改修内容をご報告します。

リニューアル後

リニューアル後リニューアル前

リニューアル前 リニューアル後

注目!!
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　業界ウオッチャーのトレンド情報 NOW

宮口 貴志 氏

業界ウオッチャーの
ト レ ン ド 情 報

N O W

上
げ
が
高
い
か
、
急
成
長
し
て
い
る
税
理

士
・
税
理
士
法
人
が
対
象
に
な
る
よ
う
で
す
。

税
務
署
で
は
、
毎
年
、
業
種
ご
と
に
一
定
割

合
を
調
査
し
て
い
る
の
で
、
会
計
事
務
所
も

必
ず
調
査
選
定
先
に
な
り
ま
す
。

一
方
、「
実
態
調
査
」
は
、
前
述
の
税
理

士
法
違
反
が
目
的
で
す
。

国
税
O
B
税
理
士
に
よ
る
と
、
優
先
的
に

選
定
さ
る
の
は
、
税
理
士
の
不
良
行
為
な
ど

が
記
載
さ
れ
た
「
情
報
せ
ん
が
多
数
あ
る
も

の
」「
懲
戒
処
分
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
も

の
」「
過
去
に
指
導
実
績
が
あ
り
改
善
状
況
を

確
認
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
」「
使
用
人
や
関

与
先
の
状
況
が
不
明
確
な
も
の
」「
内
部
管
理

体
制
の
整
備
が
必
要
な
も
の
」「
長
期
未
接
触

者
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

実
態
調
査
で
は
、
必
ず
「
確
認
表
」
が
作

報
収
集
を
は
じ
め
、
実
際
に
会
計
事
務
所
に

臨
場
し
、「
税
理
士
法
に
違
反
す
る
税
理
士
に

対
し
て
は
、
懲
戒
処
分
等
を
行
う
」
と
明
示

し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
「
に
せ
税
理
士
」
の

取
り
締
ま
り
も
強
化
。「
に
せ
税
理
士
」
行
為

に
つ
い
て
は
、
無
資
格
者
だ
け
で
な
く
、
職

員
な
ど
の
指
導
監
督
義
務
の
あ
る
所
長
税
理

士
の
責
任
追
及
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
目
標
値
は
60
件
で
、
従
来
の

懲
戒
処
分
者
数
（
こ
の
数
年
40
〜
50
件
）
な

ど
の
数
値
を
参
考
に
設
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

さ
て
、
会
計
事
務
所
へ
の
調
査
で
す
が
、

実
は
2
種
類
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
一

つ
が
、
通
常
の
「
所
得
税
調
査
」。
そ
し
て
も

う
一
つ
が
「
実
態
調
査
」
で
す
。

所
得
税
調
査
は
、
基
本
的
に
は
、
一
般
の

所
得
税
・
法
人
税
調
査
と
一
緒
で
す
。
売
り

最
近
、
気
に
な
る
国
税
庁
資
料
を
目
に

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
令
和
元
年
度

の
「
国
税
庁
実
績
評
価
実
施
計
画
」
の
中
の

「
税
理
士
に
対
す
る
指
導
監
督
の
的
確
な
実

施
」
と
い
う
項
目
で
す
。
こ
の
項
目
自
体
は

従
来
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
す
が
、
こ
こ
に
初

め
て
「
税
理
士
専
門
官
に
よ
る
指
導
監
督
等

事
務
の
割
合
」
と
い
う
項
目
が
加
わ
っ
た
の

で
す
。
従
来
は
、
税
理
士
会
な
ど
と
の
綱
紀

監
察
を
テ
ー
マ
に
し
た
協
議
会
の
目
標
回
数

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
平
成

30
年
度
で
終
了
し
て
い
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、

国
税
庁
は
、
協
議
レ
ベ
ル
か
ら
一
歩
踏
み
出

し
、
税
理
士
専
門
官
に
よ
る
取
り
締
ま
り
強

化
に
シ
フ
ト
し
た
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

国
税
庁
が
税
理
士
を
取
り
締
ま
る
目
的
は

「
税
理
士
法
違
反
」
で
す
。
国
税
庁
で
は
、
情

成
さ
れ
ま
す
。
名
前
や
事
務
所
所
在
地
が
登

録
事
項
と
一
致
し
て
い
る
か
、
看
板
は
あ
る

か
、
登
録
地
以
外
の
事
務
所
が
あ
れ
ば
そ
の

確
認
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
業
務
請
負
契

約
書
の
作
成
有
無
を
は
じ
め
、
納
税
者
へ
の

平
均
接
触
頻
度
、
申
告
書
等
の
署
名
押
印
は

誰
が
し
て
い
る
か
、
職
員
の
担
当
業
務
内
容
、

税
務
業
務
及
び
税
務
相
談
は
誰
が
行
っ
て
い

る
か
、
業
務
シ
ス
テ
ム
の
設
置
場
所
、
会
計

ソ
フ
ト
の
種
類
、
関
与
先
の
帳
簿
資
料
の
保

管
状
況
な
ど
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。

こ
の
他
、
税
理
士
業
務
処
理
簿
の
記
載
・

備
付
、
使
用
人
に
関
す
る
規
定
、
親
族
の
従

事
者
、
関
連
す
る
会
計
法
人
な
ど
の
状
況
、

「
情
報
連
絡
せ
ん
」
の
有
無
な
ど
も
確
認
さ
れ

ま
す
。

会
計
法
人
を
設
立
し
て
い
る
場
合
、
別
途
、

確
認
表
が
作
成
さ
れ
、
関
与
先
と
の
契
約
方

法
、
業
務
委
託
書
の
作
成
有
無
、
会
計
事
務

所
と
の
業
務
委
託
割
合
、
使
用
人
の
雇
用
状

況
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
る
よ
う
で
す
。

課
税
当
局
で
は
、
税
務
調
査
の
立
ち
会
い

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
利
用
し
て
、
税

理
士
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。「
所
得
税
」

「
実
態
」
調
査
に
せ
よ
、
税
理
士
の
多
く
が
経

験
し
て
い
な
い
領
域
だ
け
に
、
日
ご
ろ
か
ら

の
情
報
収
集
な
ど
を
通
じ
て
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
焦
ら
な
い
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

元税金専門紙・税理士業界紙の編集長
である業界ウオッチャーが伝える、会計事
務所業界関連の最新情報 ! 旬な話題を
読み、事務所経営や顧問先へのアドバイ
スにご活用ください。

税金・会計ニュースを他では読めない切り口で伝えるメ
ディア「KaikeiZine」の編集長。税金の専門紙「納税通信」、
税理士業界紙「税理士新聞」の元編集長で、現在は租税
調査研究会の事務局長の傍ら、会計事務所ウオッチャー
としても活動。

「KaikeiZine」ホームページ● https://kaikeizine.jp/

監督官庁の
会計事務所の
調査目標

File 7
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東京都豊島区　五十井 恵
東京ミロク会計人会

税理士事務所　　　　　　　　
発行 株式会社ミロク情報サービス
 〒160-0004　東京都新宿区四谷4-29-1
 TEL. 03－5361－6309
 （経営企画・広報IRグループ）
発行人 是枝周樹
編集企画 ミロク会計人会連合会広報委員会
 ミロク会計人会事務局、
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表紙の写真 MJSより
製品解説から経理体操まで
YouTubeで動画を配信中！

MJS YouTube
公式チャンネル

　皇居前広場から正門を経て宮殿へ至
る濠に二つの橋が架かっており、手前の
橋が「正門石橋」、奥の橋が「正門鉄橋」で
す。「二重橋」は一般にこの二つの橋を
総称して言われていますが、厳密には奥
の橋を指します。 奥の橋はかつて、「下
乗橋」と言われ、橋桁を支えるため、中
途に台があって二重構造となっていた
ことからこの名がつきました。現在の
橋は、昭和39年6月に架け替えられたも
のです。（環境省ホームページより）

「ライトアップが美しい
皇居の二重橋」

（東京都千代田区）

【お申し込み先変更のご案内】
毎月募集しております歌舞伎座のペアチケットのお申し込み先につきまして、
従来ご案内しているFAX番号に変更がございました。ご不便をおかけしました。

（従来）0120-369-711　⇒（変更後）03-5360-3430

い
ま
し
た
が
、
地
元
に
帰
り
中
学

の
同
級
生
か
ら
誘
い
を
受
け
て
、

40
数
年
ぶ
り
に
50
歳
を
過
ぎ
て
か

ら
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
多
く

の
同
級
生
が
お
囃
子
で
の
参
加
を

選
択
す
る
中
、
無
謀
に
も
?
踊

り
手
と
し
て
頑
張
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

私
た
ち
の
「
連
」
は
、
幼
稚
園

の
年
長
さ
ん
か
ら
小
学
生
の
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
く
踊
り
、
長
く
踊

り
を
続
け
て
も
ら
い
、
地
元
の
イ

ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
を
第
一
に
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

従
っ
て
私
の
よ
う
な
オ
ジ
サ
ン

は
、
ち
ょ
っ
と
怖
く
て
う
る
さ
い

キ
ャ
ラ
を
演
じ
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
見
守
っ
て
お
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
自
分
自
身
が
踊
り

を
楽
し
み
、
踊
っ
た
後
で
の
同
級

生
た
ち
と
の
一
杯
。
こ
れ
が
最
高

で
あ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実

で
す
ね
!

「
踊
る
阿
呆
に
見
る
阿
呆
、
同
じ

阿
呆
な
ら
踊
ら
な
損
々
」
と
あ
る

よ
う
に
、
み
な
さ
ん
も
ど
こ
か
で

踊
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
大
塚
の
街
も
他
の
街
と

同
様
に
外
国
人
の
方
々
が
多
く
訪

れ
て
い
ま
す
。
星
野
リ
ゾ
ー
ト
の

ホ
テ
ル
が
進
出
し
た
り
と
日
々
変

化
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
花

街
だ
っ
た
の
で
下
町
の
風
情
も
あ

る
、
ち
ょ
っ
と
デ
ィ
ー
プ
な
世
界

も
楽
し
め
ま
す
。
お
立
ち
寄
り
の

際
は
ぜ
ひ
堪
能
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
?

私
の
地
元
大
塚
で
は
、
今
年
も

第
47
回
東
京
大
塚
阿
波
お
ど
り
が

8
月
24
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
場
徳
島
や
高
円
寺
で
の

阿
波
お
ど
り
に
は
か
な
わ
な
い
も

の
の
、
夏
の
風
物
詩
と
し
て
47
年

の
歴
史
を
重
ね
、
地
元
の
夏
に
は

欠
か
せ
な
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成

長
し
ま
し
た
。

記
憶
が
定
か
で
は
な
い
も
の

の
、
第
1
回
に
中
学
生
と
し
て
参

加
し
、
そ
の
後
一
時
地
元
を
離
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
ご
無
沙
汰
し
て

「大塚と阿波おどり」

40数年ぶりに参加した東京大塚阿波おどりの模様です
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